
安心して生活できるようにするために  

６月２５日（火）に全校生を対象に「防犯

教室」を開催しました。  

普段の生活に潜んでいる危険を知り、対処

方法などを学ぶことによって安心して生活

できるようにすることがねらいです。 

 今回は、スクールサポーターの方をお招き

して、ナイフを持った人が校舎内に侵入しよ

うとしていることを想定するなど、「不審者

への対処方法」を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早めの治療をお願いいたします。 

 ４月から５月にかけて、下 

記のような健康に関する検査 

等を実施しました。 
 
○ 視力・身体測定  ○ 眼科検診 

○ 聴力検査     ○ 尿検査 

○ 歯科検診     ○ 心電図検査 

○ 内科検診     ○ 耳鼻科検診 
 

  ＊特定の学年しか実施しない検査もあります。 
 

子どもたちが日常生活を送る上で、健康で

あることは、とても大切です。 

 治療を勧められたお子さんで、 

未受診の場合は、速やかに受診す 

るようするようににお願いいたし 

ます。 
 
 ６年生の「修学旅行」の様子につきまして

は、次号で紹介いたします。（ホームページ

には近日中に掲載いたします。） 

忘れてはならない、あの日。 

２０１２年７月５日の朝に、市内の小学校

の校地内で交通死亡事故が発生しました。 

この事故は、登校して正門近くにいた２年

生の男の子が、忘れ物を届けに来た保護者の

車にひかれて亡くなったという事故です。 

保護者の皆様の記憶にあるでしょうか？ 

被害者が児童、加害者が同じ学校の保護者

というとても悲惨な事故でした。 

この事故が発生してから、 

もう１２年になります。 

当時２年生だったあの子が生きていれば、

今年１９歳になっているはずでした。たくさ

んの経験をして、楽しい思いもいっぱいでき

たことでしょう・・・。 

 この事故以来、郡山市では、７月５日を「校

地内交通安全の日」として、この悲惨な事故

を繰り返さないように語り継いできました。 

 また、「歩車分離」といって、歩行者（子

ども）と車がいっしょにならないように動線

を分け、安全を確保するようになりました。 

 本校では、安全確保のため、保護者の皆様

に下記のようなお願いをしております。 
 
【一方通行】 

○ 校地内への車を乗り入れは、校舎北側

入口から入り、正門から出ること。 

【下校時の児童の引き渡し】 

 ○ 車を降りて、保護者待機場所で待つこ

と。全員そろって下校指導、帰りのあい

さつが終わってから、児童といっしょに

車に乗ること。 

 ○ 歩いて下校する児童が校門を出るま

では、車を動かさずに車中で待つこと。 
 
 事故が発生すると、一瞬にしてす 

べてのものが失われてしまいます。 

 保護者の皆様には、これからも児 

童の安全確保のために、ご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。  
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〇進んで学習する子(知) 〇心のやさしい子(徳) 〇力いっぱいやりぬく子(体) 
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